
原発事故後の日本で、呼吸

き起こされる内部被ばくは

問題となった。

どうやって生き抜いていくのか

できることはありとあらゆる

を守る努力をするということだ

私たちは生き抜かなければならない

そのためのささやかな助
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－監督

呼吸や汚染された水・食品を通じて引

ばくは、この時代に生きる私たち全員の

いていくのか？

できることはありとあらゆる情報と可能性を吟味して、「命」

をするということだ。

かなければならない。

助けとなればとこの作品を作った。

４人の医師が語る経験・広島－チェルノブイリ－イラク－福島

各回の内容（最長２時間３０分ですが、途中退席ご自由に）

① 映画上映（８０分

② ミニレクチャー「

代表理事毛利正道による

めたフィリピン原発のことなど

③ 「聞いてほしい、

分／午後５時

７４６３（すわこ文化村）

－監督 鎌仲ひとみ－

４人の医師が語る経験・広島－チェルノブイリ－イラク－福島

（最長２時間３０分ですが、途中退席ご自由に）

分）

「この目で見たフクシマ」（３０分）

による、引き裂かれた南相馬・民衆が止

のことなど。

、聞いてみたい」コーナー

（最長４０分）

あなたも８７人目の村民に

いかがですか？


